
 

 

 

 

 東日本大震災で福島原子力発電所の事故により放射能土壌汚染が生じており、適切なリスク管理や一日も

早い復興が期待されています。 

 そこで、放射能土壌汚染調査を実際に福島県等で実施し放射能土壌汚染調査のとりまとめにご活躍されて

いる大阪大学 核物理研究センターの藤原守先生や、土壌・水環境における放射性物質の分布や環境修復に

造詣の深い京都大学 原子炉実験所の藤川陽子先生をお招きしてセミナーを開催します。 

土壌汚染の専門家だけで無く多くの人たちが、放射能リスクを正しく理解し、福島原発周辺の放射能土壌汚

染の現状・課題を学び、あるべき方向を展望し、私たちに何ができるのかを考えます。多くの皆様のご参加を

お待ちします。 

参加費 ：１０００円（収益が発生すれば、東日本大震災の義援金として寄付させていただきます。） 

主  催 ：放射能土壌汚染セミナー実行委員会               定 員：２００名 
お申込み：下記にご記入の上、ＦＡＸでお申込下さい（または同内容をお書きの上、Ｅ－ｍａｉｌでお申込下さい） 

ＦＡＸ：077-534-4380    Ｅ－ｍａｉｌ： atcmdk＠yahoo.co.jp (担当：寺川隆彦) 
※受付確認は、原則として送付しませんが、定員オーバー等で受講できない場合はお知らせします。 

お問合せ：〒559-0034大阪市住之江区南港北2-1-1 ＡＴＣビルＩＴＭ棟11階西 

 (株)プロイズム気付TEL：06-6614-8859 FAX 077-534-4380 

事務局長 姜（カン）永根 携帯090-5894-7769 E-mail yk-kang@ohmi-k.jp 

 

フリガナ  所属等 
 （個人参加の 

  場合は記載不要） 

 

 
お名前  

住所 

（連絡先） 
 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

 Ｅメール  

今回のお申し込みで頂いた個人情報は、今回のセミナーへの出欠確認及び関連資料作成等、に利用させて頂きます。 

２０１１年８月２１日（日） 13：30～17：00         

会場：大阪大学中之島センター１０階 佐治敬三メモリアルホール 
プログラム 

◆  

演 題：福島原発から放出された土壌放射能調査の現状と課題(放射能の基礎知識を含めて） 

講 師：大阪大学 核物理研究センター 

       准教授 理学博士 藤原 守 氏 
 
 
◆ 講演２   

演 題：土壌・水環境における放射性物質の分布と環境修復の方策 

講 師：京都大学 原子炉実験所 原子力基礎工学研究部門   

       准教授 工学博士 藤川  陽子 氏 

 

◆ 質疑応答 



 
 

 

講師プロフィール 

 
藤原 守 大阪大学 核物理研究センター 准教授 
略歴 
大阪大学 理学研究科 物理学専攻 修士 修了 
大阪大学助手を経て助教授 
日本原子力研究所先端基礎研究センター 

(グループリーダー)(兼任) 
研究内容  
 放射線検出器、磁気スペクトロメーター、 
原子核構造 など 
学会活動  
 アメリカ物理学会 日本物理学会  
日本放射光学会など 

 
藤川 陽子 京都大学 原子炉実験所 准教授   
略歴 
 京都大学大学院工学研究科 衛生工学専攻 修了 
 京都大学原子炉実験所、助手を経て、助教授、職制変  
更後、准教授。 
研究内容 
 環境工学、放射性廃棄物地層処分の安全評価、 
 放射能・汚染環境修復技術 
学会活動 
 保健物理学会、土木学会、水環境学会、環境技術学会、
原子力学会など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細は下記ブログを参照願います。                            
http://blogs.yahoo.co.jp/osakawsp/4021826.html        

 

会場案内図 

京阪中之島線 中之島駅より 徒歩約５分  
阪神本線 福島駅より 徒歩約９分  
JR東西線 新福島駅より 徒歩約９分  
JR環状線 福島駅より 徒歩約１２分  
地下鉄四つ橋線 肥後橋駅より 徒歩約１０分  
地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅より 徒歩約１６分   


